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5つの100を目指して  （平成19年～22年進展状況）
１．若者・女性の新規雇用100人創出
２．最上地域に適した山菜・野菜栽培用園芸ハウス100棟の
　　予算確保
３．交流人口（観光等）アップに向けての100メニューの提案
４．地域高規格道路等にアクセスする県道・市町村道100ヶ
　　所の調査・整備
５．老人介護施設入居待機者100人の解消

老人介護施設入居待機者100人の解消

■所属委員会での対応
　平成19年　商工労働観光委員会
●厚生労働省の政策「地域雇用創造推進事業」（新パッケージ事業）を最

　上地域に導入することを提案。平成20年調査〜平成21年事業採択へ。

　常用雇用延べ300人を目指し市町村と連携

　現在150人雇用（平成22年9月末）

●企業への就職内定・採用奨励金の創設（300人）

■所属委員会での対応
　平成20年　農林水産委員会
　平成19年に始まった、園芸担い手チャレンジプラン支援事業をバー

ジョンアップすることが、この地域には是が非でも必要と提案。「活

力ある園芸産地創出支援事業」「農林水産業創意工夫プロジェクト支

援事業」がスタート。目標のハウス100棟を大幅に越え207棟となる。

園芸ハウス整備棟数（棟）

※申込み数は重複があり、待機者の実数を反映していないため定員で整理。

若者・女性の新規雇用100人創出1
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最上地域に適した山菜・野菜栽培用
園芸ハウス100棟の予算確保

山菜

野菜

菌茸

花き

合計

参加人員102 56 959
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９
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大蔵村
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鮭川村
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戸沢村
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0
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合　計

36

88

50

33

207

種別
市町村

交流人口（観光等）アップに向けての
100メニューの提案

地域高規格道路等にアクセスする県道・
市町村道100ヶ所の調査・整備

①JR駅長おすすめの小さな旅行プラン企画事業
　（新庄駅から地域内の旬の体験型コースを提案し、仙台圏・首都圏から誘客）

例
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路　線　名

（主）新庄戸沢線

一般国道458号線

一般国道344号線

（主）新庄次年子村山線

新庄市松本地区（新庄東高～警察通り）

大蔵村清水地区

真室川町秋山（秋山バイパス）

舟形町堀内橋の図化

市町村箇所

①～④の企画事業の合計

平成17年度
末現在

特別養護
老人ホーム

介護老人
保険施設

介護療養型
医療施設

認知症
グループ
ホーム

計

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成23年度
末（予定）

平成18～23
年度の増減

施設数

10 726

4 310

1 48

4 45

19 1,129

1 34

新・ほなみ　　10
増・みすぎ荘　24

増・ほなみ　　19
増・ひめゆり荘 30
増・まごころ荘 30

新・やまなみ　  9
増・和心　　　 9

新庄徳洲会病院
　　　　　 -48

増・ふきのとう   9

新・真室川徳洲苑
（仮称）　　　100

新・和心　　　9

0 0

0 0

1 9

2 43

0 0

0 0

-1 -48

1 18

0 -30

0 79

1 100

0 0

0 9

19 1,129

11 839

5 410

0 0

6 81

22 1,330

1 113

1 100

-1 -48

2 36

3 201

定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員

②週末体験観光推進事業
　（新庄駅発着　週末に仙台圏等から誘客促進）

③巨木バス運行企画事業
　（新庄駅発着　巨木を巡る企画）

④最上体験プログラムツアータイアップ事業
　（仙台駅から体験参加型プログラムを企画、旅行エージェントに提案）

企画件数 催行件数

参加人員47 20 207企画件数 催行件数

参加人員53 20 211企画件数 催行件数

参加人員57 33 2,182企画件数 催行件数

総参加人員259件 129件 3,559人総企画件数 総催行件数

⑤体験・教育旅行誘致事業
　（県教育旅行誘致委員会と連携、仙台圏に誘致活動）

総参加人員42 4,951人 8,510人受入校数 受入人員

■所属委員会での対応
　平成19年　商工労働観光委員会　　平成21年　総務委員会
●新山形総合発展計画　最上地域の方向性について

　地域資源の有効利用の重要性を再認識する必要性を主張。『生涯い

きいきと豊かなライフスタイルを実現できる最上へ』（案）を『森と

里山の文化が息づく暮らしの豊かさと厚みのある産業が織り成すエコ

ポリス「最上」の創造』へと変更する。

■所属委員会での対応
　平成21年　総務委員会
●高速道路の縦軸「東北中央自動車道路」、

横軸「酒田・新庄・石巻道路」の建設促進の運動展開。

高速道路・地域高規格道路へのアクセス向上のための調査・整備箇所

■所属委員会での対応
　平成22年　厚生労働環境委員会
　各施設の新増改築の基準となる「参酌標準」の弾力運用を求めて、

20年度より岸宏一参議員事務所にて厚生労働省と意見交換。各基金を

利用して、その整備が進行中。

平成18年以降の入所定員増加数（今後の整備計画含む）

皆様のご意見等を
議会活動に反映させる

ためにも、ご意見・ご要望
をお寄せください。

第12号 2

最 上 地 域 重 要 課 題
解決に向けての活動
最 上 地 域 重 要 課 題最 上 地 域 重 要 課 題
解決に向けての活動解決に向けての活動

県道36ヶ所ほか市町村道71ヶ所（生活関連含む）
※「コンクリートから人へ」が影響しました。

計107ヶ所


